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慶雁義塾大学人文ＣＯＥ主催

労働倫理シンポジウム

企画・司会渡辺 茂＊

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎ“Workethics，，

ＳｈｉｇｅｒｕＷＡＴＡＮＡＢＥ*＊

１

倫理的な判断はいつ現れたのだろうか？倫理にはもちろん規範科学としての意味もあるが，同時に

経験科学としての側面もある。実際にどのようなものが倫理的判断として受け入れられており，それは

どの程度文化依存性があるのだろうか？これらの研究は倫理の経験科学的研究であろう。倫理には発

達心理学的な視点も重要である。いくつかの倫理的判断は生まれつきのものではなく，学習しなくては

ならないものだからである。もちろん，倫理的に正しくない反社会的行動のあるものは神経系の障害

で生ずるし，遺伝素因を疑わせる事例もある。現代の人間のさまざまな行動の起源をヒトが出現してか

らの自然選択の結果としてとらえるのが進化心理学の発想であるが，比較認知科学ではさらにさまざま

な動物の進化との比較から人間の特性をとらえようとする。

慶膳義塾大学人文ＣＯＥ「心の理解にむけての統合的方法論の構築｣主催のこのシンポジウムはヒトに

種固有の行動とも思われる倫理を動物実験から考えるZentall博士の大胆な研究を中心にしたものであ

る。この講演に対して，文化人類学の立場から（宮坂)，倫理学の立場から（樽井)，行動分析の立場か

ら（坂上)，それぞれの研究成果あるいはコメントを述べたものの記録が本稿である。

Zentall博士の研究は倫理の中でも労働倫理(workethics)を扱ったものである。単純化していえば，

Zentall博士の考える労働倫理はある種の勤労思想であって，動物がより高い労働の結果としての報酬

を低い労働の結果としての報酬より選好する，というものである。労働倫理には多くの側面があると考

えられるが，その起源にはキリスト教，とりわけプロテスタントの思想が関与していると思われる。そ

こでは労働の対価は天上での貯金であり，現世の賃金のようなものではない。しかし，天上の貯金と現

世の利得は正の相関を持つべきであると考えられる。もちろん，詐欺や強盗で現世の利得を得たものが

天上での貯金を持つとは考えられないが，本来の姿としては労働は現世でも天上でも，その程度に応じ

た対価を持つべきものであろう。この発想は価値は需要と供給のバランスによって決定されるという考

え方とは異なり，いわば勤労それ自体に価値を見いだすものである。このような宗教に深く根ざしたも

のが動物の行動でみられるだろうか？実は，このような事例は実は過去にも報告されている。１９６０

年代に抗負荷選択(contrafreeloading)という現象が研究されたことがある◎これはオペラント箱とい

われる実験装置を用いた研究で，この箱の中にはハトがつつくことができる窓とそれによって作動する

自動給餌器がある。通常の実験では，空腹にしたハトに餌を報酬としてこの窓をつつくことを学習させ

る訳であるが，抗負荷選択の実験では箱の中に給餌器とは別にいつでも食べることができる餌箱が設置

されている。ハトは別に窓をつつくという労働をしなくても只の餌を得ることができるわけである。実

＊慶膳義塾大学文学部教授（心理学）

*＊Pro[ｅｓｓｏｒｏｆＰｓｙｃｈｏｌｏｇｙ,ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＰｓｙｃｈｏｌｏｇｙ,KeioUniversity．



２社会学研究科紀要第５７号２００３

際にこのような実験をするとハトは只の餌があるにも拘わらず，窓をつついて報酬を得るという行動を

しめす。この現象は一般理論として有機体が労働の結果としての報酬を労働なしに与えられるものより

好む，ことだと解釈された。

筆者はかつてこの現象の実験を行い，抗負荷選択はそのようなある種のピューリタン的な解釈より

も，採餌行動の戦略として理解すべきであることを主張した（渡辺，1998)。餌場をひとつに限定するこ

とは採餌の短期的最適化としては適応的だが、餌場の枯渇可能性のような長期的な適応を考えると，短

期的には不利であっても餌場を複数確保しておくことが結局は適応的になるというのがその論文の趣旨

であるc

Zentall博士の研究は抗負荷選択ではないが，動物が高い労働の対価としての報酬を好むことを示し

ている。これに類似したものとしては刻印づけの「努力の法則(lawofeffort)」を揚げることができる。

刻印づけはニワトリ，アヒルなどの雛が瞬化後一定時間(通常は２４時間以内）に見せられた対象に対し

て愛着を形成し，その対象に追従することをさす。この時に追従するのに努力を要するもの程強く刻印

づけされるというのが努力の法則である。一般的にいえば臥薪嘗胆苦労して手に入れたものの方が棚か

らぼた餅式に手に入れたものより愛着が強いといった現象であろう。しかし，同じ報酬を得るのに’時

間働かなくてはならないのと２０分ですむのなら，後者を選ぶ方が適応的だともいえる。Zentall博士の

実験では特定の条件下では動物もまた，高い労働の対価としての報酬を選好することを示したものであ

る。このことは，ある種の労働倫理は動物にもヒトにも備わっているものであり，宗教的な意味付けは

むしろ，そのような行動傾向の再解釈である可能性を示唆する。しかし，Zentall博士の労働倫理は特別

な状況下でしか見ることのできない現象であり，実験状況のもたらす人工産物である可能性もある。今

後，どのような変数がヒト類似の労働倫理を動物において発現させるか，という詳細な研究が必要にな

ろう。

（本稿作成にあたり商学部の梅津光弘氏との議論が参考になった。記して謝意を表します）
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